
場所 東京外国語大学
　　 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1、西武多摩川線「多磨」 駅下車 徒歩5分）

[お問合せ] 
東京外国語大学 広報・社会連携課
（TUFS Cinema担当） 

TEL  042-330-5441
　     （平日9:00-17:00 12:00-13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp 

2024年

14:00上映開始 （開場13:40、終了予定17:00）
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TUFS Cinema とは・・・・・・
東京外国語大学TUFS Cinemaは、
映画を通じ、世界の諸地域における
社会･歴史･文化の理解を深めることを
目的として行われています。
今回上映する『カーブルの孤児院』は、
1980年代後半～1990年代前半における
共産主義政権末期の時代のアフガニス
タンを舞台としています。世界情勢が大
きく揺れ動く時期の政治・社会変動を背
景にしつつ、「孤児院」の子どもたちの生
活状況や心情を描き出しています。
上映後トークを含め、現代のアフガニス
タンにも通じる地域の政治・社会情勢に
ついて理解を深める機会を提供します。

共催    東京外国語大学TUFS Cinema
　　東京外国語大学南アジア研究センター
協力   トレノバ  ◇  Luxbox  ◇  梶山祐治
　　東京外国語大学多言語多文化共生センター

上映日時

詳細は TUFS Cinema ウェブサイトにて
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映画 『 カーブルの孤児院 』  本編上映（90分）
上映後解説／トーク
   登利谷 正人
  （東京外国語大学世界言語社会教育センター 講師）
司会 萬宮 健策 
        （東京外国語大学大学院総合国際学研究院 教授）

【土】

アフガニスタン映画特集
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※事前登録がなくてもご来場いただ
くことは可能ですが、事前にご登録
いただくとスムーズにご入場いただ
けます。
定員を超える場合は、事前登録を済
ませた方を優先させていただきま
す。

入場 無 料
事前登録は
   こ ち ら

カーブルの孤児院
The Orphanage

©Virginie Surdej



あらすじ
1989年、長年にわたって軍事介入していたソ連軍の撤退が迫る
中、街の映画館は相変わらず賑わっている。インド映画が大好き
なクドラットは学校にも行かずダフ屋をしていたところを捕まり、
孤児院に入れられる。そこには不良もいるが、理解ある教師がい
て、親友もでき、モスクワにも行ける。だが、国には新たな混乱が
訪れようとしていた。  （2021年中央アジア今昔映画祭より引用：
https://trenova.jp/centralasia/）

2019年／デンマーク、フランス、ルクセンブルグ、アフガニスタン／
90分／ダリー語、ロシア語、ヒンディー語、ウルドゥー語／日本語字幕
／原題 The Orphanage

上映日
2024年12月21日〈土〉 14:00上映開始（13:40開場、17：00終了予定）

◆JR中央線「武蔵境」駅のりかえ  西武多摩川線「多磨」 駅下車  徒歩5分（ＪＲ新宿駅から約40分）
◆京王電鉄「飛田給」駅北口より多磨駅行き京王バスにて約10分 「東京外国語大学前」下車

交通アクセス
会場
東京外国語大学 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1）

お問い合わせ
東京外国語大学 広報・社会連携課（TUFS Cinema担当）
TEL　042-330-5441（平日9：00～17：00  12:00～13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp
Facebook  @tufscinema.pr　 X(Twitter) @tufscinema

監督・脚本　シャフルバヌ・サダト
出　　  演　クドラトラ・カディリ、セディカ・ラスリ、マシフラ・フェラージ、
　　　　　  ハシブラ・ラソーリ

受   賞   歴     2019年レイキャビク国際映画祭 金賞

アフガニスタン映画特集

登利谷 正人  （東京外国語大学世界言語社会教育センター 講師）
司会 萬宮 健策 （東京外国語大学大学院総合国際学研究院 教授）

上映後解説／トーク

入場無料／事前登録制
https://sanda.tufs.ac.jp/event/tc241221form/

カーブルの孤児院
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本作について

本作品は、アフガニスタンの女性監督シャフルバヌ・サダト
監督自身の脚本による長編映画第二作目に該当し、2019年
のレイキャヴィク国際映画祭では最高賞である金賞を受賞
した。
旧ソ連軍が駐留する1980年末から90年代初頭のアフガニ
スタンの首都カーブルにおいて、当時のアフガニスタン政
府が運営する「孤児院」を舞台にしている。
作中では、激変する政治・社会情勢を踏まえた描写や、イン
ド映画や歌、音楽などの強い影響を受けたアフガニスタン
都市部の市民生活も垣間見ることができる。実際に生じた
政治変動を切り口にしつつ、アフガニスタン現代史への理
解を深めるという意味でも重要な作品である。


